
C
吋
の
信
念
に
関
す
る
研
究

研
究
背
景
と
研
究
呂
的
・
方
法

外
回
語
教
育
で
は
、
教
師
自
身
の
教
育
観
や
教
育
方
法
が
重

要
な
役
訴
を
果
た
し
て
い
る
。
本
研
究
の
研
究
対
象
と
な
る

Q
斗

(hzzω
め
官
官

5
2め
吋

g号
。
吋
)
に
と
っ
て
、
白
分
の
専
門
で
あ

る
日
本
語
は
、
あ
く
ま
で
も
、
外
国
語
で
あ
り
、
教
師
自
身
が

持
っ
て
い
る
外
国
語
の
学
習
観
、
教
育
観
は
、
彼
ら
の
教
授
行
動

に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
は
ず
だ
と
忠
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
本

研
究
に
お
い
て
は
、
教
師
信
念
の
中
身
を
教
締
の
外
国
語
教
育
観

と
学
習
観
に
限
定
し
、

C1門
の
教
育
信
念
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

本
研
究
の
目
的
は
、
中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
あ
り
方
に
関

す
る
示
唆
を
得
る
た
め
、

Q
ベ
の
教
育
信
念
を
中
心
に
検
討
し
、

C
H，
教
育
観
の
特
性
と
問
題
点
を
抽
出
し
、
中
国
に
お
け
る
日
本

語
教
育
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

本
研
究
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
四
点
を
研
究
課
題
と

張

!4~ 

佳

し
て
掲
げ
る
。

ω教
師
の
信
念
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理
、
山

Q
4
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
川
(
い
〕
吋
信
念
の
特
性
の
検

討
、
川
以
上
三
点
を
ま
と
め
た
う
え
で
中
国
に
お
け
る
日
本
語
教

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
し
て
、
上
記
の
研
究
課
題
を
考
究
す
る
た
め
に
、
以
下
の
研

究
方
法
で
対
応
す
る
。

川
教
師
の
信
念
と
教
授
行
動
に
関
し
て
は
、
主
に
先
行
研
究
の
考

察
を
通
じ
て
ま
と
め
る
。
主
に
、
教
師
信
念
の
定
義
、
研
究
動

向
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ
る
。

ω
G
1門
の
信
念
の
特
性
を
ま
と
め
る
た
め
、
最
初
に
予
備
調
査
と
し

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。
本
研
究
で
は
、
(
V

〕
吋
山
名

に
対
し
て
質
問
紙
を
使
用
し
て
調
査
を
行
い
、
主
に
、
教
師
の

外
国
語
学
習
観
、
教
育
観
お
よ
び
個
人
的
経
験
、
〕
ベ

G
8
g
g。

斗

g
各
2
・
)
と

η門

(nzsω
め吋
ORyq)
の
共
通
認
識
尺
度
(
向

二

0
0
0
)
な
ど
か
ら
出
題
し
、
調
査
方
法
は
∞
〉
口
、
円
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(
∞
丘
一
色
ω
〉
σ
o
c門
戸
ゐ

Dmcω
肉
め
円
ゐ

m
H
3
5
m
Hロ
〈
め
コ
門
O

ユ
2
)
を
用
い

る
こ
と
と
す
る
。
自
答
項
目
と
し
て
、
「
1
.

あ
て
は
ま
ら
な

い
」
「
2
.
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
「
3
.
ど
ち
ら
で
も
な

い
」
「
4

や
や
あ
て
は
ま
る
」
「

5
.
あ
て
は
ま
る
」
の
五
段

暗
か
ら
自
分
の
考
え
に
近
い
段
階
を
選
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ

る。ωア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
分
析
し
、

cj門
信
念
の
特
性
を
検

討
す
る
。

凶
以
上
三
点
の
、
先
行
文
献
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

整
理
し
、
中
留
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

て
教
協
同
信
念
に
関
す
る
先
行
研
究

教
師
の
信
念
の
定
義

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
「
教
仰
の
信
念
」
に
間
附
す
る
定
義
が

多
種
多
様
で
あ
り
、
単
一
体
と
し
て
捉
え
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

以
下
、
教
師
の
信
念
の
定
義
に
関
す
る
先
行
研
究
を
述
べ
る
。

例
え
ば
、
一
九
五
五
年
頃
か
ら
巴

ru〉
・
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ

た
論
理
療
法

(Etog-s何
百

ozs斗
}
g
gミ
)
の

A
B
C
理
論

の
考
え
方
に
よ
る
と
、
す
べ
て
の
結
果
(
感
情

C
点
)

一γ
1
4

・h
Hリ

ノ

f
雷同

は
、
出
来
事

(
A
点
)
か
ら
直
接
も
た
ゐ
り
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

ピ
リ

i
フ
(
∞
丘
一
民
宅
ω
耳
目
一

B
点
)
を
経
て
も
た
ら
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
じ
出
来
事
に
遭
遇
し
て
も
信
念
が
異
な
れ
ば
、

異
な
っ
た
行
動
や
感
矯
に
至
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
河
村

(二

0
0
0
)
は
、
巴
宏
(
一
九
七
三
)
の
説
を
取
り
入
れ
、
信

念
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
た
。

信
念
(
出
。
口
広
)
と
は
、
「
人
が
感
情
を
持
っ
た
り
行
動
を
起
す

時
に
持
つ
思
考
で
あ
っ
て
、
信
念
・
価
値
観
か
ら
構
成
さ
れ
た
文

章
記
述
で
示
さ
れ
る
」
。
そ
し
て
、
信
念
の
う
ち
、
絶
対
的
で
教

義
的
な
「
j
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
タ
イ
プ
の
信
念
を
イ
ラ

シ
ョ
ナ
ル
・
ピ
リ

i
フ

(r・5
E
C
D
m
L

寸
丘
一
旦
)
と
い
い
、
こ
の
信

念
を
持
つ
こ
と
は
、
強
迫
的
な
行
動
・
感
情
に
結
び
つ
く
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
実
的
で
論
理
で
あ
り
、
絶
対
主
義

的
で
な
い
「
で
き
る
な
ら
ー
で
あ
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
」
と

い
う
信
念
を
ラ
シ
ョ
ナ
ル
・
ピ
リ

i
フ
守
主

cg一
zrb
と
い

い
、
こ
の
信
念
を
持
つ
こ
と
は
、
長
い
自
で
見
て
、
人
の
自
己
実

現
を
促
進
す
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
出
向
型
.8〈
g
(
一
九
八
二
)
は
、
職
業
人
は
就
業
し
て

い
る
職
業
文
化
の
中
に
あ
り
、
教
師
た
ち
に
は
教
的
の
職
業
文
化

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
河
村
(
二

0
0
0
)
は、

教
師
に
は
教
師
個
人
の
価
値
観
、
経
歴
と
属
性
、
そ
し
て
教
師
僧



人
を
取
り
巻
く
環
境
の
影
響
を
受
け
た
信
念
が
形
成
さ
れ
る
と
と

も
に
、
教
育
実
際
を
行
う
際
に
教
部
文
化
の
影
響
を
受
け
た
教
部

特
有
の
信
念
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
教
師

特
有
の
信
念
と
は
、
「
教
職
の
特
性
と
教
師
が
お
か
れ
た
社
会
的

環
境
の
中
で
、
教
師
が
自
分
の
役
割
に
対
す
る
責
任
や
体
面
を
社

会
や
同
僚
、
保
護
者
お
よ
び
児
童
に
対
し
て
保
つ
た
め
の
、
自
己

防
衛
的
な
信
念
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
る
。
教
部
特
有
の
信
念

は
教
師
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
も
の
の
、
教
師
た
ち
に
共
通
し
て
見

ら
れ
る
信
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

黒
羽
(
一
一

O
O
五
)
は
、
信
念
は
、
個
人
の
周
間
に
存
在
す
る

様
々
な
対
象
に
関
す
る
認
識
的
要
素
、
そ
の
対
象
に
対
す
る
感
情

を
生
起
さ
せ
る
情
緒
的
要
素
、
そ
の
対
象
に
ど
う
働
き
か
け
よ
う

と
す
る
か
の
行
動
的
要
素
な
ど
の
、
様
々
な
側
面
を
統
合
し
た
包

括
的
な
概
念
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
教
師
の
信
念
は
、

教
師
が
潜
在
的
に
有
す
る
教
育
実
践
に
対
す
る
前
向
き
な
活
力
溢

れ
る
精
神
的
活
動
と
し
て
い
る
。

本
研
究
の
研
究
対
象
と
な
る

G
斗
に
と
っ
て
、
自
分
の
専
門

で
あ
る
日
本
語
は
、
あ
く
ま
で
も
、
外
国
語
で
あ
り
、
教
師
自
身

が
持
っ
て
い
る
外
国
語
の
学
習
綴
は
、
彼
ら
の
外
国
語
教
育
館
や

教
授
行
動
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
は
ず
だ
と
忠
わ
れ
る
。
そ

れ
故
、
本
研
究
に
お
い
て
は
、
教
師
信
念
の
中
身
を
教
師
の
教
育

観
に
限
定
し
、

Q
吋
の
日
本
語
教
育
観
は
彼
ら
の
教
育
方
法
、
教

授
行
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
、
両
者
向
は
ど
の
よ
う
な

関
係
性
が
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
教
師
の
信
念
」
の
研
究
動
向

黒
羽
(
二

O

O
五
)
は
、
「
教
師
の
信
念
」
の
概
念
を
確

立
す
る
た
め
に
、
一
九
九

O
年
以
降
に
登
録
さ
れ
た
何
百
円

(何(古

gtcg}
問。
ω
O
C
H
-
B
ω

門
口
問
。
「
自
主
C
ロ

n
g可
め
)
の
中
の
沼
何

(HN20ロ
5
2
Z
何仏
5
2
E
O
ロ
)
の
中
か
ら
「
教
師
の
信
念
」
に
関

す
る
論
文
を
ま
ず
一
二
五
件
抽
出
し
、
研
究
内
容
毎
に
整
理
し

た
。
そ
の
結
果
、
約
一
五

O
件
余
り
が
教
授
・
学
習
活
動
を
中
心

に
、
「
教
授
行
動
」
、
「
教
師
思
考
」
、
「
教
師
効
果
」
、
「
教
師
像
」

の
四
つ
の
主
要
領
域
に
区
分
さ
れ
た
。

第
一
の
教
授
行
動
に
関
し
て
、
ロ
ミ
ぽ
(
一
九
九

O
)
や

担
岳
R
巳

ω
C
ロ
(
一
九
九
四

b
)
等
の
、
教
師
の
信
念
が
教
授
活
動

や
子
ど
も
の
学
習
を
暗
黙
に
規
定
す
る
と
の
指
摘
は
、
信
念
の
重

要
性
を
認
識
す
る
点
で
意
義
が
あ
る
。
第
二
の
教
師
思
考
に
関
し

て、

M
C
m
g
(
一
九
九

O
)
や

3〕

m
w
B
ω
(
一
九
九
二
)
は
、
教

仰
の
信
念
に
対
す
る
知
-
識
の
効
果
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
彼

ら
は
、
熟
練
教
師
の
知
識
の
柔
軟
性
や
意
思
決
定
へ
の
信
念
の
介

入
な
ど
、
貴
重
な
見
解
を
提
出
し
て
い
る
。
第
三
の
教
師
効
果
に

2 
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間
附
し
て
、
の

5
8巧
0
0
巳
(
一
九
九
四
)
は
、
教
師
の
教
育
実
践

の
効
果
は
、
教
師
が
効
力
感
を
信
念
と
し
て
抱
く
か
否
か
に
左
右

さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
第
四
の
教
師
像
に
関
し
て
、
同
)
山
)
R
g

(
一
九
九
二
)
は
、
教
師
の
信
念
は
教
師
の
個
人
的
体
験
に
よ
る

生
き
生
き
と
し
た
挿
話
的
イ
メ
ー
ジ

(
0
1
8
岳
三
包
括
2
)
に
よ
っ

て
影
響
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
教
師
の
信
念
に
関
す
る
研
究
動
向
よ
り
、
教
師

の
知
-
識
・
行
動
を
単
な
る
受
容
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
教
師

が
教
授
・
学
習
活
動
場
面
で
、
ど
の
よ
う
に
思
考
し
、
判
断
し
、

実
践
し
て
い
る
か
と
い
う
研
究
へ
展
開
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い

る。
一
方
、
秋
田
(
一
九
九
二
)
は
、
最
近
、
教
締
の
認
知
研
究
の

動
向
を
、
意
思
決
定
過
程
、
知
識
の
特
徴
、
知
識
の
形
成
の
三
点

に
ま
と
め
た
。
そ
し
て
、
今
後
の
研
究
諜
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
三
つ
の
問
題
を
挙
げ
た
。

一
つ
自
は
研
究
方
法
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
ビ
デ
オ
を
利
用
し
た
再
生
刺
激
法
、
く
吋
問
中
断
法

な
ど
の
よ
う
な
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
有
効
な
研
究
方
法
に
つ
い
て

は
、
各
方
法
の
利
点
を
自
覚
し
、
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
熟
練
教
師
と
初
任
教
師
の
比
較
と
い
う
方

法
よ
り
、
そ
の
教
師
が
教
師
集
団
の
中
で
何
に
優
れ
て
い
る
か
と

い
う
熟
練
領
域
を
同
定
し
て
の
比
較
研
究
も
必
-
安
と
し
て
い
る
。

二
つ
自
は
、
授
業
に
お
け
る
生
徒
の
認
知
と
の
関
連
性
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
教
師
と
生
徒
両
者
間
の
認
知
過
程
の
検
討
を
通

し
て
、
授
業
j

学
習
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

三
つ
自
は
、
日
本
で
の
研
究
の
必
要
性
で
あ
る
。
教
師
の
学
習

観
や
授
業
鋭
は
文
化
や
社
会
に
そ
の
多
く
を
規
定
さ
れ
て
い
る
と

推
察
さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
の
教
師
の
認
知
過
程
な
ど
に
関
す

る
研
究
が
数
多
く
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

藤
木
(
二

O

O
八
)
に
よ
れ
ば
、
∞
o昇
。
除
戸
町
宮
町
民

0
5

(
一
九
八
九
)
は
、
熟
達
教
師
と
初
任
教
師
の
授
業
行
動
と
思
考

の
違
い
を
授
業
計
画

i
授
業
実
践
(
観
察

)
i授
業
評
価
で
調
べ

て
い
る
。
そ
し
て
、
熟
達
教
師
の
認
知
ス
キ
ー
マ
(
ス
ク
リ
プ
ト
、

シ
i
ン
、
命
題
的
構
造
)
が
、
初
任
教
師
よ
り
複
雑
で
、
関
連
的

で
、
洗
練
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
生
徒
の
失
敗
な
ど
の
授

業
展
開
に
対
す
る
推
論
ス
キ
ル
も
発
達
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

一
方
、
佐
藤
(
一
九
九

O
、
一
九
九
一
)
ら
は
、
反
省
的
実
践

家
は
、
合
理
的
な
技
術
の
熟
達
の
程
度
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
実

践
過
程
で
生
成
さ
れ
る
専
門
的
な
認
識
と
思
考
の
ス
タ
イ
ル
に
存

在
す
る
と
い
う
見
解
か
ら
、
熟
達
教
師
の
思
考
活
動
を
初
任
教
師

の
そ
れ
と
比
較
し
、
教
師
の
専
門
性
を
領
域
面
有
性
の
高
い
、
し
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か
も
、
動
的
な
授
業
の
実
践
下
で
生
成
、
機
能
し
て
い
る
「
実
践

的
思
考
様
式
」
が
既
興
的
、
熟
考
的
、
文
脈
的
な
ど
の
特
性
を
も

つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
は
、

多
い
。

∞〉
F
H
M
を
用
い
て
な
さ
れ
て
い
る
研
究
も

E
2・三
Z
(
一
九
八
七
)
は
信
念
を
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
(
①

言
語
学
習
の
適
性
②
言
語
学
習
の
難
易
度
③
言
語
学
習
の
性
質

④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
⑤
言
語
学
習
の
動
機
)

に
分
け
て
、
こ
れ
ら
を
∞
〉
】
し
に
(
∞
巳
庁
内
ω
〉
ぎ
三
円
ふ

g
m
g
mめ

rmq巳
ロ
向
山
口
三
口
円
。
ミ
)
と
し
て
ま
と
め
た
。
∞
〉
に
」
を
用
い

た
研
究
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
特
に
中
国
入
学

習
者
、
中
国
人
教
師
の
信
念
を
考
察
し
た
研
究
に
は
、
板
井

(二

0
0
0
)
、
向
精
(
二

0
0
こ
が
あ
る
。

板
井
(
二

0
0
0
)
は
、
香
港
の
四
大
学
で
学
習
者
の
信
念
を

調
査
を
し
て
、
主
に
五
つ
の
内
容
、
①
学
年
に
よ
っ
て
差
が
出
た

信
念
、
②
賛
成
寄
り
の
信
念
、
③
不
賛
成
寄
り
の
信
念
、
④
日
本

人
教
師
、
中
居
人
教
師
、
学
習
者
間
の
信
念
ズ
レ
、
③
ア
ン
ケ
ー

ト
全
体
と
し
て
の
傾
向
に
つ
い
て
分
析
し
、
「
初
級
段
階
か
ら
コ

ミ
ユ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
導
入
し
た
場
合
は
学
習
者
の

口
頭
伝
達
能
力
が
も
っ
と
伸
び
る
」
こ
と
、
「
伝
統
的
な
教
授
法

が
主
流
で
あ
る
香
港
で
は
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
認
知
度
が
い
ま

だ
低
く
、
学
習
者
の
受
入
態
勢
が
整
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

岡
崎
(
二

O
O
一
)
は
、
日
本
人
教
師
二
二
五
人
と
中
国
人
教

師
一
二
ハ
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、
日
本
人
教
師
に
は
教
養

と
し
て
の
、
中
国
人
教
師
に
は
実
用
と
し
て
の
外
国
語
学
習
を
志

向
す
る
傾
向
の
強
い
こ
と
、
日
本
語
学
習
の
難
易
度
、
中
国
入
学

習
者
の
外
国
語
能
力
に
つ
い
て
の
評
価
に
差
が
あ
る
こ
と
、
四
技

能
に
関
す
る
難
易
の
判
定
に
つ
い
て
日
中
の
教
師
で
は
異
な
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
信
念
の
概
念
を
取
り
入
れ
た
う
え
、
言
語
学

習
の
信
念
を
捉
え
る
た
め
の
∞
〉
口
』
を
紹
介
し
、
中
国
入
学
習

者
・
教
師
に
ど
ん
な
信
念
が
あ
る
か
を
考
察
し
た
研
究
が
あ
り
、

中
国
入
学
習
者
と
教
師
の
信
念
の
ズ
レ
に
関
す
る
研
究
も
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
中
国
人
教
師
の
教
育
信
念
と
教
授
行
動
の
関
係

牲
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
の
で
あ
る
。

教
師
の
信
念
の
研
究
方
法

教
師
の
信
念
は
、
非
常
に
捉
え
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
本
研
究

の
研
究
方
法
l
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
主
に
先
行
研
究
の
考
察
を

通
じ
て
教
師
の
信
念
の
捉
え
方
を
ま
と
め
る
。
教
師
の
信
念
に
関

し
て
の
先
行
研
究
は
、
主
に
、
教
師
信
念
の
定
義
、
研
究
方
法
、

3 



教
師
の
役
割
と
専
門
性
お
よ
び
教
師
信
念
の
段
階
的
な
発
達
に
つ

い
て
の
内
容
で
あ
る
。
教
師
の
役
割
と
専
門
性
の
内
容
に
関
し
て

は
、
主
に
、
横
田
(
一
九
九
五
)
が
ま
と
め
た
外
国
語
教
育
に
お

い
て
教
師
の
専
門
性
を
引
用
し
考
察
を
行
う
。
そ
し
て
、
教
師
信

念
の
段
階
的
な
発
達
に
つ
い
て
は
、
三
井
・
丸
山
(
一
九
九
二

は
教
師
の
成
長
課
程
に
お
け
る
段
階
に
つ
い
て
の
研
究
が
あ
る
。

そ
し
て
、
横
溝
(
ニ

O
O
五
)
が
な
さ
れ
て
い
る
五
段
階
に
分
か

れ
た
教
師
の
成
長
モ
デ
ル
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
∞

q
E
q
が

な
さ
れ
て
い
る
初
任
教
師
か
ら
熟
達
教
師
ま
で
の
熟
達
過
程
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
研
究
も
引
用
す
る
。
最
後
に
、
藤
木

(二

O
O
八
)
は
検
討
し
て
い
た
教
締
信
念
の
形
成
過
程
に
お
け

る
五
つ
の
形
成
要
菌
も
紹
介
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
教
師
の
信
念

に
関
す
る
先
行
研
究
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
教
師
の
信
念

に
つ
い
て
概
観
を
す
る
。
そ
れ
は
、
後
で
行
う

C
吋
の
教
育
信

念
と
教
授
行
動
に
関
す
る
研
究
の
研
究
基
盤
と
な
る
と
考
え
て
い

る。

教
師
の
役
割
と
専
門
性

教
師
の
信
念
や
教
師
の
教
授
行
動
を
研
究
す
る
た
め
に
、
ま

ず
、
教
師
の
役
割
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
教
師

の
役
割
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
論
述
が
た
く
さ
ん

4 

な
さ
れ
て
い
る
が
、
青
木
(
二

0
0
こ
は
教
師
の
役
割
を
考
え

る
持
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
つ
は
、
教
師

に
ど
の
よ
う
な
言
動
を
期
待
す
る
か
は
、
国
や
、
時
代
や
、
期
待

す
る
人
の
社
会
措
層
や
思
想
・
信
条
、
人
生
経
験
な
ど
に
よ
っ
て

異
な
る
と
い
う
こ
と
。
教
師
の
役
割
に
つ
い
て
の
教
師
と
学
習
者

の
考
え
方
が
一
致
し
な
い
と
、
授
業
は
双
方
に
と
っ
て
、
と
て
も

掴
難
な
も
の
に
な
る
。
だ
か
ら
、
教
師
は
常
に
、
学
習
者
は
教
師

に
何
を
期
待
し
て
い
る
か
を
意
識
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
あ
る
学
習
者
が
あ
る
科
目
の
教
師
に
期
待
す
る
言

動
は
、
そ
の
科
目
の
学
習
に
必
ず
し
も
役
に
立
つ
と
は
限
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
。
例
え
ば
、
外
居
語
教
締
の
仕
事
は
、
目
標
言

語
の
意
味
や
文
法
を
分
か
り
ゃ
す
く
説
明
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
学
習
者
が
い
る
と
す
る
。
し
か
し
、
解
説
を
開
く
だ
け
で
は

外
国
語
を
話
せ
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。
教
師
は
学
習
者
の
期
待

を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
学
習
者
の
期
待
に
あ
わ
せ

て
行
動
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

外
居
語
教
師
は
言
語
教
育
の
専
門
家
で
あ
る
と
い
う
専
門
主
義

は
、
教
師
が
教
室
に
お
け
る
実
践
を
理
解
す
る
た
め
の
有
効
な
手

段
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
り
、
学
習
者
と
そ
の
保

護
者
の
一
両
者
の
期
待
に
応
え
る
も
の

(
R
g
cロ
S
Eロ
守
)
で
あ
る

(
宮
三
タ
一
九
八
九
)
と
い
う
よ
う
な
教
師
の
専
門
主
義
に
つ
い

- 182-



て
の
考
え
方
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
横
田
ご
九
九
五
)
は
、
外

国
語
教
育
に
お
い
て
教
師
の
専
門
性
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

た。①
教
師
の
位
置
づ
け

i
外
国
語
教
育
の
専
門
家
と
し
て
の
自
己
を

学
習
者
や
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
か
。

②
自
己
研
修

i
専
門
家
と
し
て
の
自
己
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て

い
く
べ
き
か
。

①
対
外
活
動
i

専
門
家
と
し
て
学
校
や
社
会
に
対
し
て
、
外
国
語

教
育
改
善
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
要
請
が
で
き
る
か
。

④
自
己
実
現
i

外
国
語
を
教
え
て
ど
の
よ
う
な
喜
び
ゃ
報
わ
れ
が

あ
る
と
明
言
で
き
る
か
。

⑤
自
己
評
価
i

自
己
の
教
育
活
動
を
専
門
家
と
し
て
評
価
す
る
た

め
の
項
目
を
明
確
に
し
て
い
る
か
。

⑤
専
門
性
!
専
門
家
と
し
て
学
習
者
や
社
会
か
ら
ど
の
よ
う
な
事

柄
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
か
。

教
師
の
仕
事
は
、
新
任
教
師
と
し
て
一
回
一
回
の
授
業
で
学
習

者
と
向
き
合
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
次
第
に
活
躍
の
場
が
広
が

り
、
仕
事
の
内
容
も
複
雑
に
な
っ
て
い
く
。
以
上
ま
と
め
た
よ
う

な
教
締
の
項
目
に
つ
い
て
、
教
師
が
常
に
反
省
し
、
自
己
評
価

し
、
改
善
案
を
提
示
し
て
実
践
を
さ
ら
に
改
善
し
て
い
く
と
い
う

教
育
活
動
が
望
ま
れ
る
。
成
長
に
伴
い
、
教
師
の
中
、
学
校
の
中

に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
校
を
超
え
た
範
囲
で
活
躍
を
す
る
よ
う
に
な

る
日
本
語
教
師
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
新
た
な
困
難

や
課
題
に
出
会
い
、
専
門
家
と
し
て
、
そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
教
師
と

し
て
の
専
門
性
も
段
々
と
高
め
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

教
師
信
念
の
段
搭
的
発
達

優
れ
た
日
本
一
諸
教
師
を
育
成
し
て
い
く
方
法
と
し
て
、
最
近
ま

で
は
、
教
師
と
し
て
必
要
と
思
わ
れ
る
技
術
を
指
導
者
が
訓
練
に

よ
っ
て
教
え
込
み
、
マ
ス
タ
ー
さ
せ
る
こ
と
で
教
え
る
能
力
を

伸
ば
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
「
教
師
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

3
3
5
q

吋

S
E
E
m
)
と
い
う
考
え
方
が
主
流
を
し
め
て
い
た
(
関
崎
・
岡

崎
一
九
九
七
)
。
し
か
し
、
教
室
の
中
で
教
師
が
直
面
す
べ
き

問
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
教
師
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
だ

け
で
は
対
応
切
れ
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
と
思
う
。
そ
こ
で
、

「
教
師
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
か
わ
り
に
、
「
教
師
の
成
長
」

3
2
S
2・

ロ
ミ
巳
名

5
2門
)
と
い
う
考
え
方
が
登
場
し
て
き
た
。
こ
の
考
え

が
教
師
の
育
成
を
図
る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
方
向
性

は
、
「
教
師
養
成
や
研
修
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
良
い
と
さ
れ

て
き
た
教
え
方
の
モ
デ
ル
を
出
発
点
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
素

5 



材
に
〈
い
つ
、
つ
ま
り
ど
の
よ
う
な
学
習
者
の
タ
イ
プ
や
レ
ベ
ル
、

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
ま
た
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
場
合
〉
、
〈
な

ぜ
、
つ
ま
り
ど
の
よ
う
な
原
則
や
理
念
に
基
づ
い
て
〉
教
え
る
か

と
い
う
こ
と
を
、
自
分
な
り
に
考
え
て
い
く
姿
勢
を
養
い
、
そ
れ

ら
を
実
践
し
、
そ
の
結
果
を
観
察
し
改
善
し
て
い
く
よ
う
な
成
長

を
作
り
だ
し
て
い
く
」
(
岡
崎
・
悶
精
一
九
九
七
)
こ
と
を
重

要
視
し
て
い
る
。
門
口
本
語
教
育
を
支
え
る
現
場
の
教
師
に
と
っ
て

実
際
に
必
要
な
の
は
、
現
場
に
結
び
つ
か
な
い
よ
う
な
綿
か
す
ぎ

る
分
析
や
研
究
で
は
な
く
、
教
育
現
場
で
「
こ
う
い
う
学
習
者
に
」

「
こ
ん
な
教
材
で
」
「
こ
ん
な
方
法
で
」
「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て

み
た
ら
」
「
こ
ん
な
結
果
が
出
て
」
「
こ
ん
な
反
省
を
し
た
」
と
い
っ

た
実
践
記
録
で
あ
る
と
、
横
溝
(
二

0
0
こ
が
主
張
し
て
い
る
。

教
締
の
成
長
や
教
師
の
発
達
段
階
に
関
す
る
研
究
が
注
目
さ

れ
始
め
た
の
は
、
一
九
八

0
年
代
後
半
で
あ
り
、
三
井
・
丸
山

(
一
九
九
こ
に
よ
る
と
、
教
師
の
成
長
課
程
に
は
以
下
の
よ
う

な
段
階
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

0
期
一
日
本
語
教
育
理
解
期
、
期
間
理
解
期

I
期
一
指
導
内
容
理
解
期

①
指
導
項
目
に
関
す
る
情
報
吸
収
期

②
指
導
項
目
の
理
解
発
展
開
別

在
期
.
学
習
者
理
解
期

①
指
導
内
容
一
再
考

②
到
達
自
標
、
コ
ー
ス
・
デ
ザ
イ
ン
再
考

③
学
習
者
の
学
習
方
法
着
目

④
指
導
方
法
再
考

盟
期
一
指
導
発
展
期

ま
た
、
横
溝
(
二

O
O
五
)
は
以
下
の
よ
う
な
五
段
階
か
ら
な

る
成
長
モ
デ
ル
を
紹
介
し
て
い
る
。

第
一
段
階
二
」
れ
か
ら
教
師
に
な
ろ
う
と
す
る
者
(
学
部

生
・
要
請
講
座
受
講
生
。
知
識
を
増
や
し
、
教
育
に
関
す
る
理

解
を
深
め
る
。
)

第
二
段
階
二
」
れ
か
ら
教
的
に
な
ろ
う
と
す
る
者
(
教
育
実

習
生
。
教
案
作
成
や
教
材
準
備
に
困
難
を
感
じ
つ
つ
、
教
え

る
。
)第

三
段
階
一
現
職
の
教
師
(
一
人
前
と
し
て
認
め
ら
れ
て
は

い
る
が
、
①
そ
れ
以
上
の
成
長
を
望
ま
な
い
「
化
石
化
」
教
姉
、

ま
た
は
②
成
長
を
望
む
も
の
の
、
ど
う
成
長
し
た
ら
い
い
か
分

か
ら
な
い
「
斗

gの
}
5
3
E
F。
一
民
包
宣
告
色
。
)

第
出
段
時
一
現
職
の
教
締
(
自
己
研
究
型
教
師
・
内
省
的
実

践
家
。
積
極
的
な
授
業
改
善
を
行
う
。
)

第
五
段
踏
一
現
職
の
教
師
(
自
己
研
修
型
教
締
・
内
省
的
実

践
家
。
独
り
立
ち
に
し
て
、
成
一
長
し
つ
つ
け
る
。
)
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さ
ら
に
、
横
溝
は
、
「
化
石
化
」
教
締
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
第

三
段
階
に
つ
い
て
、
避
け
る
の
が
望
ま
し
い
の
か
否
か
に
つ
い
て

議
論
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
教

師
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
そ
の
段
踏
の
教
締
が

い
れ
ば
、
そ
の
教
的
が
上
の
段
階
へ
と
行
こ
う
す
る
た
め
の
支
援

手
段
を
考
え
、
そ
れ
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
信
念
と
い
う
と
、
不
変
的
で
強
屈
な
印
象
を
受
け

る
言
葉
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
教
師
の
信
念
が
不
変
な
も
の
で
は
な

く
、
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
教
姉
の
成
長
と
い

う
観
点
か
ら
、
一
人
の
教
師
が
熟
達
ま
で
の
成
長
過
程
の
中
で
、

い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
り
、
ど
の
教
師
も
生
涯
を
通
じ
て
連
続
的

に
似
た
よ
う
な
変
容
過
程
を
た
ど
る
の
で
は
な
い
か
と
、
仮
説
的

に
捉
え
て
い
る
。
教
師
の
初
め
て
教
壇
に
立
っ
て
か
ら
現
在
ま
で

の
授
業
実
践
の
変
化
の
様
子
は
、
教
師
の
熟
達
の
過
程
と
一
般
的

に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
熟
達
過
程
は
、
そ
の
時
教
師
が
も
っ
信
念

の
形
成
過
程
を
反
映
し
た
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
教
師
の

信
念
を
研
究
す
る
に
は
、
教
師
の
発
達
段
階
を
検
討
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
忠
う
。

先
行
研
究
か
ら
み
る
と
、
表
1
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
切
め
ユ
吉

q

(
一
九
八
八
)
、
同
m
m
g
(
一
九
九
二
)
の
発
達
段
踏
)
の
よ
う
な
、

初
任
教
師
か
ら
熟
達
教
師
ま
で
の
熟
透
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う

の発達段i培

第 1段階 Novice (未経験教師)

教師は教室で、の仕事の各要素を学習する。教室での教授は文脈に対

応せず、理論的、相対的に柔軟性のないものである O

第 2段階 Advance beginner (多くの教師涯 2、3年教Ftfti)

教師は一般的な教授ストラテジーを身につけ、既有の経験と文脈に

対応している。

第 3段階 Competent (教nili鹿 4年ぐらいの有能な教師)

教師は、行動、計画、{憂先)11貢{立などを意識的に選択する。先行経験

から、教nIliは何が重要か否かを把握し、さらにどういうときに失敗す

るかをしっている O しかし、実践は流動的でもないし、柔軟でもな
し、O

第 4段階 Proficient (教師歴 5i:f:':ぐらいの教師)

直感とノウハウで実践し、そして、文脈の同一性に対して、全体的

な認知ができる。存在意識的に情報を選択することができ、ある正rmlさ

で教室における出来事を予測できる。

第 5段階 Expert (到達しない人もいる)

状況を直感的に把握し、無意識で適切、流動的な実践をする O この

段階においては、教師は自動的に教授行動を管理二し、実践について省

みることを頼まれでも自分の認知を表現できない。

Ber1iner (1988). Kagan (1992) 表 1



と
し
た
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
表
ー
の
よ
う
な
文
献
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
段
階
に
加

え
て
、
実
際
の
教
師
の
発
話
か
ら
予
想
さ
れ
る
発
達
段
階
を
得
る

こ
と
も
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
藤
木
(
二

O
O
八
)
は
現

事前調査のプロトコル

1.教科の系統性

表2

3年間、中学校で教えていると、 1i1三、 2
年、 3年の授業の内容がわかるし、 3年の
勉強をするために、 2年でこういうのは絶
対必要だから、 l年で授業するときは、比
重がわかるわけ。これは、浅く行こう O こ
れは、しっかり教えてやろうという観点
でピクピクとくるわけ。おまえら、 2年に
なってもでてくる基礎やけえ、これわか
れへんかったら、ついてしサ、れへんから、

しっかりやれいうて意気込みもちがうわ
け。そういう観点に基づいて教案もついて
くるし、ここはなれさせなあかんと思った
ら、プリントを必死にこいで作ったりする
わけ。

戦
教
員
五
人
に
、
「
授
業
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
か
よ
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

以
下
表
2
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

入試に何がでてくるかわかってくるか
ら、その中でこことこことは、この授業で
押さえなきゃならない。理論的じゃないけ
れど、車!惑的に過去の経験から分かるんで
すね。これとこれとはもりこんどかないと
ならないとか。もっと具体的にいうと入試
問題では、こういう形でこういう視点でと
れるから、これについて教えとかなければ
ならないとかいう視点ですね。

下位の生徒がどう行動しているか。これ
までに何を学習しているか。理解しやすい
かどうか。クラスとしては、受け入れやす
いかどうか。ノリのいいクラスかどうかと
いう学級の差も考えますね。

2.受験

3.子どもの実態

4.地域性

5.教師の願い
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そこの地域がどういう地域かということ
も見定めて、その中でどういう子どもがい
るか考えんと授業にならんO まわりは、そ
の被差別部落をもっとるところだったか
ら、やっぱり勉強を考えるいうても、エ
リート的なものをいれると反発するね。だ
から、底辺の子がわかるような授業をして
やる。しかし、地域がかわったら、そんな
ばっかし言ぃょったら親が文句を言ってく
んねんで。

科学的な概念というか、科学的な考え方
ができるようになるということは、すごく
素晴らしいことだとおもっているわけ。こ
れをほんのすこしでいいから、子どもに分
かつてほしいと思っているわけ。



信
念
の
発
達
の
背
景
と
し
て
、
信
念
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
、

藤
木
(
二

O
O
八
)
は
、
「
そ
う
い
う
判
断
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ

る
の
で
す
か
」
「
い
つ
頃
か
ら
そ
う
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
か
」
「
ど
う
い
う
き
っ
か
け
で
そ
う
忠
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
か
」
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
繰
り
返
し
行
い
、
そ

し
て
、
そ
の
問
い
か
け
に
応
じ
た
被
験
者
の
発
話
す
べ
て
を
分
析

の
対
象
と
し
た
。
そ
し
て
、
教

師
の
信
念
の
成
長
の
起
点
と
思

わ
れ
る
特
徴
的
な
発
話
を
カ
テ

ゴ
リ
ー
分
け
し
た
と
こ
ろ
、
信

念
の
形
成
過
程
の
要
因
と
し

て
、
以
下
の
表

3
の
よ
う
な
、

五
つ
の
要
因
が
認
め
ら
れ
た
。

表

3
の
よ
う
に
教
師
の
信

念
の
形
成
要
因
は
、
教
師
像
の

構
成
・
再
構
成
の
発
話
が
全

発
話
の
一
ニ

0.
三
%
を
占
め
最

も
多
く
、
次
い
で
役
割
取
得

二
九
.
三
%
、
自
己
特
性
と
の
結

合
一
八
.
二
%
、
教
育
的
内
省

五
%
が
占
め
て
い
る
。
こ

形成過程の 5つの要因

形成過程 発話数(%)

教師像の構}~文・再構成 425 (30.3) 

役割取得 412 (29.3) 

自己特性との結合 256 08.2) 

教育的内省 162 (11.5) 

教育的環境の整備 149 (10.6) 

合計 1404 000.0) 

表 3

の
四
つ
の
一
安
国
計
八
九
.
四
%
は
教
師
の
内
的
な
精
神
活
動
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
教
師
の
信
念
の
側
面
か
ら
熟
達
を
考
え
た
場

合
、
非
常
に
他
人
の
内
面
的
な
努
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

二、

0ι
↓
の
信
念
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

調
査
の
自
的
と
方
法

現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
中
心
の
外
患
語
教
育
が
社
会
の

各
方
面
か
ら
求
め
ら
れ
て
お
り
、
外
国
語
教
育
の
教
育
内
容
や
教

育
方
法
な
ど
の
改
善
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
習
者
の

興
味
や
関
心
、
外
国
語
学
習
に
対
す
る
期
待
や
進
路
な
ど
学
習
者

自
身
の
ニ

i
ズ
を
配
慮
し
た
外
国
語
教
育
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
近
年
、
外
回
語
教
育
に
関
す
る
研
究
の

焦
点
は
学
習
者
へ
移
っ
て
い
る
。
外
国
語
学
習
が
す
る
か
し
な
い

か
は
偲
々
の
学
習
者
に
よ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
学
習
者
が
学
習
す

る
機
会
を
十
分
に
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
外
回
語
教
育
を
構
成
す
る
も
う
一
つ
の
安
素

と
し
て
教
師
の
信
念
が
あ
る
こ
と
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
教
師
の
人
間
性
、
人
格
、
教
育
観
、
自
己
評
儲
力
な
ど
、
教

師
自
身
の
内
面
に
関
わ
る
部
分
や
、
教
師
の
学
習
者
、
教
材
、
カ
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教
育
環
境
な
ど
に
対
す
る
考
え
方
、
す
な
わ
ち
、

外
面
に
関
わ
る
部
分
が
見
過
ご
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
、
教

師
自
身
の
教
育
観
や
教
育
方
法
を
生
か
し
て
教
室
の
中
で
主
体
的

に
学
習
者
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

現
在
、
中
日
一
拘
留
の
交
流
は
益
々
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
時
代

の
流
れ
に
応
じ
て
、
今
自
、
中
国
で
日
本
一
詩
学
習
者
の
数
は
年
々

増
え
つ
つ
あ
り
、
中
国
で
の
自
本
語
教
育
は
外
国
語
教
育
に
お
け

る
重
要
な
役
訴
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
同
時
に
、

C
吋
の
数
も

増
え
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
教
師
の
素
質
向
上
が
要
請
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、

Q
吋
の
教
育
信
念
に
関
す
る
研
究
が
た
く
さ
ん

な
さ
れ
て
い
る
。

C1門
に
と
っ
て
、
自
分
の
専
門
で
あ
る
日
本
語

は
、
あ
く
ま
で
も
、
外
国
語
で
あ
り
、
教
師
自
身
が
持
っ
て
い
る

外
面
誌
の
学
習
観
は
、
彼
ら
の
外
国
語
教
育
観
や
教
授
行
動
に
何

ら
か
の
影
響
を
与
え
る
は
ず
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
本
研
究

に
お
い
て
は
、
教
師
信
念
の
中
身
を
教
師
の
外
国
語
教
育
観
と
外

回
語
学
習
観
に
限
定
し
、

cj円
の
外
国
語
教
育
鋭
と
学
習
観
は
彼

ら
の
教
育
方
法
、
教
授
行
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
、
両

者
間
は
ど
の
よ
う
な
関
係
性
が
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
章
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的
は
、

心
吋
特
有
の
外
国
語
教
育
制
限
と
学
習
鋭
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

あ
る
。

リ
キ
ュ
ラ
ム
、

以
上
の
よ
う
な

B
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な
方

法
で
誠
査
を
行
う
。

cj門
の
信
念
の
特
性
を
ま
と
め
る
た
め
、
最
初
に
予
備
調
査
と

し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。
本
研
究
で
は
、

Q
ベ
西

名
に
対
し
て
質
問
紙
を
使
用
し
て
-
調
査
を
行
い
、
主
に
、
教
師
の

外
出
語
学
習
鋭
、
教
育
観
お
よ
び
個
人
的
経
験
、
〕
]
「

C
岳
山
口

2
め

ベ
g
n
y
q
)
と
内
吋

(
h
y
E
gめ
)
円
。
向
。

Y
2
)
の

共

通

認

識

尺

度

(
岡
崎
二

0
0
0
)
な
ど
か
ら
出
題
し
、
調
査
方
法
は
回
〉
口
』

(
∞
丘
町
内
ω
〉
σ
o
E
H
L凶ロ
mcω
向。円
h
m
w

コH
E
m
-ロ〈
mw

門戸円。ュ

2
)
を
用
い

る
こ
と
と
す
る
。
回
答
項
目
と
し
て
、
「

l

あ
て
は
ま
ら
な
い
」

「
2
.
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
「

3
.
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
「

4

や
や
あ
て
は
ま
る
」
「

5
.
あ
て
は
ま
る
」
の
五
段
階
か
ら
自
分

の
考
え
に
近
い
段
階
を
選
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
調
査

は
、
上
海
外
国
語
大
学
賢
達
経
済
人
文
学
院
、
上
海
第
二
工
業
大

学
、
断
江
大
学
、
の
三
つ
の
大
学
で
行
う
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
事
前
に
、
筑
波
大
学
研
究
倫
理
委
員

会
で
倫
理
審
査
を
通
し
、
被
調
査
者
た
ち
に
研
究
の
内
容
と
倫
理

的
な
配
慮
を
説
明
し
、
許
可
を
も
ら
っ
た
う
え
で
、
本
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
。
質
問
用
紙
を
授
業
後
回
収
し
、
五

O
項
呂
を

内
容
の
属
性
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
、
四
名
の

CJ門
の
選
択
を
統

計
す
る
。
そ
し
て
、
選
択
の
結
果
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
西
名
の



Q
吋
の
背
景
を
考
意
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
選
択
傾
向
か
ら
彼
ら
が

持
っ
て
い
る
教
育
信
念
、
つ
ま
り
、
外
国
語
教
育
鋭
、
外
国
語
学

習
観
な
ど
を
分
析
し
て
み
る
。
最
後
に
、
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
、

G
吋
特
有
の
外
回
語
教
育
観
と
学
習
観
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

調
査
の
内
容
と
問
題
構
成

Q
-門
の
信
念
の
特
牲
を
ま
と
め
る
た
め
、
最
初
に
予
備
調
査

と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。
本
調
査
で
は
、

Q1円

四
名
に
対
し
て
質
問
紙
を
使
用
し
て
調
査
を
行
い
、
主
に
、
教

師
の
外
国
語
学
習
鋭
、
教
育
観
お
よ
び
個
人
的
経
験
、
]
吋
教
師

(〕名

22σ
吋
2
。y
q
)
と

η吋
教
師
(
わ

FEgσ
斗
g
。ym
w
「
)
の
共

通
認
識
尺
度
(
関
崎
二

0
0
0
)
な
ど
か
ら
出
題
し
、
調
査
方

法

は

ま

P
H
(
P
F貯
〉
ぎ
三

E口
町
己
認
め

U
Rロ山口
m
E
5
3
ュ2
)

を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
回
答
項
目
と
し
て
、
「

1
.
あ
て
は
ま

ら
な
い
」
「

2
.
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
「

3
.
ど
ち
ら
で
も

な
い
」
「

4
.
や
や
あ
て
は
ま
る
」
「

5
.
あ
て
は
ま
る
」
の
五
段

階
か
ら
自
分
の
考
え
に
近
い
段
階
を
選
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
調
査
は
、
上
海
外
患
語
大
学
賢
達
経
済
人
文
学
院
、
上
海
第

二
工
業
大
学
、
瓶
江
大
学
、
三
つ
の
大
学
で
行
っ
て
い
た
。

本
調
査
の
調
査
対
象
と
な
る
凶
名
の

C
斗
は
以
下
の
よ
う
な

背
景
を
持
っ
て
い
る
。

2 

調査協力者の概要

性別 年齢 所属 学{立 教日Hi歴

A 女 34 上海第二工業大学 修士卒 6年

B 女 28 上海第二工業大学 修士卒 1 i:j三

C 93 31 
上海外国語大学

博士在学中 ι; 資達経済人文学院

D 女 42 街江大学 博士卒

表 4

調
査
協
力
者
間
名
の
中
で
、

人
は
教
壇
に
立
っ
て
か
ら
一
年
未

満
の
新
人
教
師
で
あ
り
、
二
人
は

三
年
間
と
六
年
間
の
教
師
歴
を

持
っ
て
い
る
中
間
層
の
教
師
で
あ

る
。
も
う
一
人
は
十
二
年
間
の
教

師
一
世
を
持
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る

ベ
テ
ラ
ン
の
教
師
で
あ
る
。
教
師

信
念
の
発
達
の
段
階
の
中
で
、
異

な
る
段
階
に
所
属
す
る
教
師
た
ち

の
教
育
観
、
つ
ま
り
、
教
育
内

容
、
教
科
書
、
評
価
試
験
等
に
つ

い
て
の
信
念
は
ど
の
よ
う
な
差
異

が
あ
る
の
か
。
そ
れ
に
、
わ
〕
寸
特

有
の
外
国
語
教
育
観
と
学
習
観
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
本
調
査

の
目
的
で
あ
る
。
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ア
ン
ケ
ー
ト
欝
査
の
結
果
と
考
察

寵
査
の
結
果

①
回
答
が
「
あ
て
は
ま
る
」
に
集
中
し
た
項
白
一
八
項
目
印
〉

日
本
語
を
話
す
た
め
に
、
日
本
文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要
が

あ
る
。
八
一
環
呂

ω
v文
化
や
生
活
習
慣
の
違
い
は
外
国
語
の
授
業

で
教
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
八
項
目
必
〉
日
本
一
誌
の
背
景

と
な
っ
て
い
る
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
も
学
ば
せ
た
い
。
四
名
の

教
師
が
全
部
「
当
て
は
ま
る
」
を
選
択
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
語

を
勉
強
す
る
も
と
と
し
て
、
日
本
語
の
基
礎
知
識
、
発
音
、
文

法
、
慣
用
匂
及
び
日
常
生
活
の
会
話
な
ど
を
習
得
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
の
地
理
、
風
土
、
歴
史
、
風
俗
習
慣
な
ど
の
日
本
語

に
お
け
る
日
本
文
化
に
関
す
る
知
識
を
み
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
。②

八
項
目

m
V
5
本
語
な
ら
、
話
す
よ
り
開
い
た
り
書
い
た
り

す
る
方
が
や
さ
し
い
。
八
項

g
m
v正
確
な
発
音
で
日
本
語
を
話

す
こ
と
は
重
要
だ
。

A
と
D
は
「
あ
て
は
ま
る
」
を
選
択
し
、

B

と
C
は
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
を
選
択
し
た
。
経
験
の
浅
い
先
生

よ
り
、
教
師
歴
の
長
い
教
師
の
方
が
、
外
国
語
学
習
に
お
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
な
の
で
、
正
確
な
発
音
を
学
習
者

に
教
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

③
八
項
目
辺
〉
そ
の
構
想
に
つ
い
て
、
教
師
自
身
が
教
材
研
究

を
行
う
。
八
一
環
自
お
〉
学
習
者
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
教
材
や
教

具
を
準
俄
す
る
こ
と
が
効
果
的
だ
。
八
項
目
幻
〉
教
材
を
自
分
の

視
点
で
工
夫
し
、
創
り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
こ
の
三
項
目
は

教
師
の
教
材
観
に
つ
い
て
質
問
で
あ
る
。

D
は
「
あ
て
は
ま
る
」

を
選
択
す
る
の
に
対
し
、

A
、
B
、
C
は
「
や
や
あ
て
は
ま
る
」

を
選
択
し
た
。
学
習
者
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
学
習
環
境
を
整
備

し
、
教
材
研
究
を
し
な
が
ら
、
魅
力
的
な
教
材
や
教
具
を
提
供
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
考
え
方
は
、
肯
定
さ
れ
て
い
る
。

③
〈
項
自
お
〉
自
分
の
学
生
時
代
に
教
わ
っ
た
教
育
方
法
は
、

現
在
自
分
の
教
授
行
動
に
影
響
が
あ
る
。
こ
の
項
目
に
つ
い
て

は、

B
は
「
あ
て
は
ま
る
」
を
選
択
し
た
が
、

A
、
C
、
D
は
「
ど

ち
ら
で
も
な
い
」
を
選
択
し
た
。
経
験
の
浅
い
教
師
が
、
自
分
の

学
生
時
代
に
教
わ
っ
た
教
育
方
法
に
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

⑤
八
項
目
お
〉
定
期
的
な
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
効
果
的

だ
。
八
項
目
却
〉
前
の
授
業
で
行
っ
た
こ
と
へ
の
学
習
者
の
理
解

を
診
断
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
八
項
目
弘

V
授
業
中
に
学
習
者
の

理
解
状
態
を
診
断
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
随
時
計
画
を
変
化
す
る

こ
と
が
効
果
的
だ
。
こ
の
三
つ
の
項
目
は
教
師
が
試
験
、
評
価
に

関
す
る
態
度
を
開
い
て
い
る
。

A
B
は
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
を

ハU



選
択
し
、

C
は
「
や
や
あ
て
は
ま
る
」
、

D
は
「
あ
て
は
ま
る
」

を
選
択
し
た
。
教
師
た
ち
は
試
験
を
重
視
し
て
い
る
。
授
業
後
、

前
回
の
授
業
の
把
握
度
を
診
断
し
、
そ
の
診
断
に
基
づ
い
て
、
次

の
授
業
構
想
を
練
る
。

⑥
八
項
目
2
V
日
本
語
学
習
で
最
も
重
要
な
の
は
語
棄
の
学
習

だ
。
八
項
白
日
〉
外
国
語
を
学
習
す
る
な
ら
、
た
く
さ
ん
の
語
裳

量
を
積
み
重
ね
る
こ
と
は
効
果
的
だ
。
こ
の
二
つ
の
項
目
に
関
し

て
は
、

B
以
外
の
三
名
は
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
を
選
択
し
、

B

は
「
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
を
選
択
し
た
。
日
本
語
教
育
内

容
と
し
て
は
、
語
葉
、
文
法
、
作
文
な
ど
が
あ
る
が
、
一
番
重
要

な
内
容
は
教
師
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
特
に
、
教
師

歴
の
長
い
教
師
は
、
語
裳
や
文
法
な
ど
の
教
育
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ

i
シ
ヨ
ン
能
力
を
高
め
る
ほ
う
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

⑦
八
項
目
ぬ

V
日
本
語
で
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
時
は
中
国
語

を
使
っ
て
説
明
し
て
も
い
い
と
思
う
。
八
項
目
U
V
外
国
語
学
習

な
ら
、
単
語
や
文
法
を
精
読
す
る
こ
と
が
効
果
的
だ
。
こ
の
二
つ

の
項
目
は
、

Q
吋
の
教
育
方
法
に
つ
い
て
開
い
て
い
る
。
項
目
却

に
つ
い
て
は
、

B
は
「
や
や
あ
て
は
ま
る
」
を
選
択
し
、

C
は
「
ど

ち
ら
で
も
な
い
」
を
、

A
と
D
は
「
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」

を
選
択
し
た
。
経
験
の
浅
い
教
師
は
日
本
一
詰
で
う
ま
く
表
現
で
き

な
い
時
、
中
国
語
を
使
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
教
師
歴
の
長
い
教
師
は
、
教
室
の
状
況
を
直
感
的
に
把
握

し
、
先
行
経
験
か
ら
問
題
解
決
方
法
を
意
識
的
に
選
択
す
る
。
項

目
U
に
つ
い
て
は
、

B
と
C
は
「
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
を

選
択
し
、

A
と
D
は
「
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
を
選
択
し
た
。
。
吋

は
、
日
本
語
教
育
方
法
と
し
て
単
語
や
文
法
な
ど
を
暗
諭
す
る
こ

と
を
不
賛
成
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

③
八
項
目
必
〉
日
本
語
学
習
を
す
る
な
ら
、
日
本
語
能
力
試
験

な
ど
の
資
格
を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
八
項
目
。
〉
授
業

で
日
本
語
能
力
試
験
向
き
の
授
業
内
容
を
教
え
る
こ
と
が
重
要

だ
。
項
目
認
に
つ
い
て
、

A
と
B
は
「
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」

を
選
択
し
、

C
と
D
は
「
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
を
選
択
し
た
。
項

自
必
に
つ
い
て
は
、

A
、
B
、
C
は
「
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」

を
選
択
し
、

D
は
「
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
を
選
択
し
た
。
中
国
の

日
本
語
学
習
者
に
と
っ
て
、
日
本
語
能
力
試
験
日
級
を
合
格
す
る

こ
と
は
就
職
に
対
し
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
授
業
で
日
本
語

能
力
試
験
向
き
の
授
業
内
容
を
教
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

す
べ
て
で
は
な
い
と
わ
〕
吋
が
患
っ
て
い
る
。

- 191-

考
察

上
述
の
調
査
結
果
か
ら
み
る
と
、
四
名
の
教
師
が
全
部
、
日
本

語
を
勉
強
す
る
も
と
と
し
て
、
日
本
語
の
基
礎
知
識
、
発
音
、
文
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法
、
慣
用
匂
及
び
自
常
生
活
の
会
話
な
ど
を
習
得
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
の
地
理
、
風
土
、
歴
史
、
風
俗
習
慣
な
ど
の
日
本
誌

に
お
け
る
日
本
文
化
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
中
国
の
大
学
で
日
本
一
花
教
育
は
主
と
し
て

日
本
語
語
学
の
訓
練
で
、
自
本
文
化
に
触
れ
た
の
は
本
当
に
少
な

い
。
伝
統
的
な
教
育
方
法
の
影
響
で
、
大
学
を
卒
業
し
て
自
分
の

専
門
を
生
か
し
た
学
生
は
日
本
人
と
交
流
す
る
時
、
相
手
の
国
の

文
化
を
よ
く
知
ら
な
く
て
、
い
く
ら
話
し
上
手
、
開
き
上
手
で

あ
っ
て
も
、
文
化
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
の
で
、
誤
解
を
起
こ
す
の

は
、
言
葉
遣
い
な
ど
の
言
語
知
識
と
技
能
問
題
だ
け
で
な
く
、
文

化
の
差
異
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
、
中
国
の
た
く
さ
ん
の
教

育
者
は
「
伝
統
的
な
教
育
方
法
は
も
う
時
代
遅
れ
で
、
社
会
の
一
安

求
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
」
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
臼
本

語
教
育
の
中
で
、
日
本
語
に
強
い
影
響
を
与
え
た
日
本
文
化
を
軽

視
で
き
な
く
て
、
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
中

国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
は
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
発
展
す
る
と
と
も

に
、
弊
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。
一
番
問
題
に
な
る
の
は
伝
統
的
な

日
本
語
教
育
は
単
な
る
「
開
く
こ
と
」
、
「
話
す
こ
と
」
、
「
読
む
こ

と
」
、
「
書
く
こ
と
」
、
「
訳
す
こ
と
」
の
五
つ
の
面
か
ら
日
本
語
を

教
え
て
、
学
習
者
た
ち
の
一
一
一
一
口
語
能
力
を
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ

け
で
あ
る
。
近
年
来
、
日
本
語
教
育
を
研
究
し
て
い
る
学
者
は

「
中
国
の
日
本
語
教
育
に
お
い
て
は
、
従
来
の
言
語
、
文
学
の
パ

タ

i
ン
か
ら
脱
皮
し
て
ほ
し
い
」
と
言
う
呼
び
か
け
が
出
て
き
た
。

つ
ま
り
、
日
本
一
訟
の
背
景
に
あ
る
日
本
文
化
の
日
本
一
諸
教
育
に
お

け
る
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
の
認
識
が
深
ま
り
つ
つ
あ
り
、
日
本

語
教
育
の
内
容
、
科
目
の
設
置
、
授
業
内
容
、
授
業
方
法
な
ど
の

面
で
、
日
本
文
化
と
の
結
び
つ
き
が
益
々
自
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

き
た
と
も
い
え
る
。

次
に
、
日
本
語
教
育
内
容
と
し
て
は
、
語
葉
、
文
法
、
作
文

な
ど
が
あ
る
が
、
一
番
重
要
な
内
容
は
教
師
に
よ
っ
て
違
う
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
特
に
、
教
師
歴
の
一
長
い
教
師
は
、
詩
嚢
や
文

法
な
ど
の
教
育
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る

ほ
う
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
外
国
語
習
得
に
関
す
る
研
究

は
、
一
九
七

0
年
代
以
降
、
外
国
語
学
習
の
自
的
が
文
法
操
作
能

力
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
つ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
養
成
に
移
る
に
つ
れ
さ
か
ん
に
な
っ

て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
習
得
に

は
、
一
一
一
一
口
語
の
形
式
的
側
面
を
理
解
す
る
と
い
っ
た
知
的
要
因
の
ほ

か
に
、
自
標
ニ
一
一
口
語
話
者
に
対
し
て
好
感
情
を
も
っ
て
い
る
か
と

い
っ
た
態
度
要
因
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場
面
を
積
極
的
に
利

用
す
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
意
欲
市
の
要
因
、
及
び
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
i
シ
ヨ
ン
場
面
で
不
安
を
感
じ
な
い
か
と
い
っ
た
感
情
の
状
態
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(ム居八、

も
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

一
九
九
八
)
。

一
方
、
中
患
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
理
念
は
、
教
育
部
が
文

科
系
の
大
学
生
に
提
示
し
た
「
厚
基
礎
、
寛
口
径
、
高
質
量
」
と

い
う
自
標
に
し
た
が
っ
て
、
し
っ
か
り
し
た
言
語
基
礎
力
、
幅
広

い
知
識
、
二
疋
の
専
門
知
識
、
高
い
能
力
を
持
つ
優
れ
た
素
質
の

あ
る
日
本
詩
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る

o
Cベ
た
ち
は
、
日

本
語
教
育
の
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
中
国
の
日
本
語

学
習
者
が
卒
業
す
る
と
き
、
日
本
語
能
力
試
験
一
級
、
あ
る
い

は
、
日
本
語
四
級
と
八
級
試
験
を
パ
ス
し
な
い
と
、
就
職
し
に
く

い
と
い
う
現
実
の
問
題
が
あ
る
。
だ
か
ら
、

Q
吋
は
よ
く
、
授
業

で
日
本
語
能
力
試
験
向
き
の
授
業
内
容
を
教
え
て
い
る
。

盟
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

本
稿
の
ま
と
め

日
本
語
能
力
試
験
に
関
す
る
内
容
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
、

A
教
師
と

D
教
師
は
必
要
と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
、
授
業
で
日
本
語
能
力
試
験
に
関
す
る

出
題
範
臨
や
回
答
技
術
な
ど
を
、
授
業
の
内
容
と
し
て
学
習
者
に

教
え
て
い
た
。

A
教
姉
は
、
日
本
語
専
攻
の
学
習
者
に
と
っ
て
、

一
番
重
要
な
課
題
は
「
開
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
」
の
四
つ
の

技
能
を
培
う
こ
と
で
あ
り
、
高
学
年
に
な
る
と
、
基
礎
段
階
で
身

に
つ
け
た
知
識
の
う
え
で
、
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
高
め
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
あ
る
程
度
の
日
本
語
能
力
を

身
に
つ
け
た
学
習
者
に
と
っ
て
、
授
業
の
中
で
わ
ざ
と
日
本
語
能

力
試
験
の
回
答
技
術
な
ど
の
内
容
を
い
れ
る
の
は
時
間
の
無
駄
で

し
か
な
い
と

A
教
締
が
指
摘
し
た
。

D
教
師
は
、
現
在
の
日
系
企

業
が
面
接
す
る
時
、
資
格
な
ど
よ
り
、
応
募
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
、
協
力
意
識
の
方
を
重
要
視
し
て
い
る
か
ら
、
よ

り
多
く
の
時
間
を
使
っ
て
、
学
習
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
協
力
意
識
を
養
う
こ
と
が
有
意
義
で
あ
る
と
述
べ
た
。
今

日
、
中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
状
況
か
ら
み
る
と
、
学
習
者

は
い
い
仕
事
を
探
そ
う
と
し
た
ら
、
日
本
語
能
力
試
験
一
級
の
資

格
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

D

教
師
は
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
語
能
力
試
験
一
級
の
資
格
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
必
ず
い
い
仕
事
を
見
つ
け
る
と
は
言
え
な
い
。
日
系

企
業
が
応
募
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
、
協
力
意
識

の
方
を
重
要
視
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

Q
吋
は
学
習
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
よ
う
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い

る。



。
]
門
は
日
本
語
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
日
本
文
化
を
教

え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
る
。
中
国
の
大
学

で
日
本
語
教
育
は
主
と
し
て
日
本
語
語
学
の
訓
練
で
、
日
本
文
化

に
触
れ
た
の
は
本
当
に
少
な
い
。
近
年
来
、
日
本
語
教
育
を
研
究

し
て
い
る
学
者
は
「
中
国
の
日
本
語
教
育
に
お
い
て
は
、
従
来
の

言
語
、
文
学
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
脱
皮
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
呼
び

か
け
が
出
て
き
た
。
つ
ま
り
、
日
本
語
の
背
景
に
あ
る
日
本
文
化

の
、
日
本
語
教
育
に
お
け
る
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
の
認
識
が
深

ま
り
つ
つ
あ
り
、
日
本
語
教
育
の
内
容
、
科
目
の
設
置
、
授
業
内

容
、
授
業
方
法
な
ど
の
詣
で
、
日
本
文
化
と
の
結
び
つ
き
が
益
々

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
一
一
一
缶
詰
と
い
う
も
の
は
意

味
疎
通
と
思
想
、
文
化
を
伝
達
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
る
。
日
本

語
学
習
者
に
し
て
も
、
そ
の
学
習
自
的
は
研
究
な
ど
の
た
め
と
い

う
こ
と
も
あ
る
が
、
大
多
数
の
も
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

役
立
て
る
た
め
に
日
本
語
を
習
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
に
は
、
ま
ず
相
手
の
国
の
言
葉
を
正
し
く
理
解
し
、
正
確

に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
、
不
十
分
で
あ
れ

ば
、
相
手
に
真
意
を
伝
え
な
い
だ
け
で
な
く
、
誤
解
も
招
き
か
ね

な
い
。
こ
の
よ
う
な
誤
解
を
生
じ
る
の
は
言
葉
遣
い
な
ど
の
言
語

知
識
と
技
能
問
題
だ
け
で
な
く
、
文
化
の
差
異
が
あ
る
た
め
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
日
本
一
詩
学
習
者
に
対
し
て
、
日
本
文
化
、

そ
こ
か
ら
日
本
人
の
言
語
翠
慣
な
ど
を
あ
る
程
度
理
解
し
て
こ

そ
、
日
本
一
誌
の
深
層
に
潜
む
文
化
的
な
意
味
を
理
解
し
、
日
本
人

の
一
言
語
習
慣
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
日
本
語
ら
し
い
日
本
語
で

相
手
に
自
分
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
に
、

中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
中
で
、
日
本
語
に
強
い
影
響
を
与

え
た
日
本
文
化
の
教
育
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
中
国
に
は
「
生
徒
に
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
与
え
よ
う
と

思
っ
た
ら
、
先
生
は
バ
ケ
ツ
一
杯
の
水
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
い
う
と
、
教
師
と

し
て
、
自
分
自
身
の
素
質
や
教
養
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
師
が
日
本
一
諸
に
隠
す
る
知
識
、
日
本
の
社
会
や
文
化
な
ど
を
よ

く
理
解
し
て
こ
そ
、
日
本
一
詩
教
育
が
う
ま
く
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ

る
。
教
師
自
身
の
素
質
や
教
養
を
高
め
る
た
め
に
、
自
分
自
身
の

努
力
が
不
可
欠
で
あ
る
一
方
、
恒
常
的
な
教
師
資
質
向
上
、
教
養

コ
i
ス
、
教
師
の
派
遣
、
教
員
研
修
な
ど
に
関
わ
る
中
国
に
自
本

語
教
育
機
関
の
協
力
も
欠
か
せ
な
い
と
思
う
。

最
後
に
、
中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

近
年
来
、
中
国
の
日
本
語
教
育
界
に
お
い
て
は
、
百
本
語
教
育

の
発
展
に
伴
い
、
教
育
の
レ
ベ
ル
の
向
上
を
目
指
し
て
の
努
力
が

そ
し
て
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な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
従
来
の
言
語
の
表
層
形
式
偏
重
等
の
問

題
が
見
直
さ
れ
、
日
本
語
教
育
に
お
け
る
日
本
文
化
教
育
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
日
本
文
化
、
日
本
事
情
に
関
す
る
内

容
の
科
目
の
設
置
、
数
多
く
の
大
学
に
お
け
る
日
本
文
化
研
究

所
、
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、
大
学
院
で
の
日
本
語
専
攻
、

百
本
文
学
専
攻
に
新
し
く
日
本
文
化
専
攻
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

Q
吋
自
身
の

素
質
や
教
養
を
高
め
る
た
め
に
、
教
養
コ
!
ス
、
教
師
の
派
遣
、

教
員
研
修
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ

i
夕
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
の
よ
う
な
教
育
機
器
を
利
用
し
て
、
授
業
を
効
率
的
に
行

う
な
ど
、
教
育
方
法
改
善
に
関
す
る
要
請
も
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の

現
状
を
み
る
と
、
ま
だ
た
く
さ
ん
の
問
題
を
残
し
て
い
る
。
本
研

究
で
言
及
し
た
日
本
語
能
力
試
験
に
関
す
る
内
容
は
そ
の
中
の
一

つ
で
し
か
な
い
。
学
習
者
が
ど
の
く
ら
い
日
本
語
能
力
を
身
に
つ

け
た
よ
り
、
日
本
語
能
力
試
験
の
資
格
を
持
つ
方
が
本
当
に
重
要

な
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

患
っ
て
い
る
。

今
後
の
課
題

本
稿
で
は
、
中
国
に
お
け
る

B
本
語
教
育
の
今
後
の
在
り
方
に

2 

関
す
る
示
唆
を
得
る
た
め
、
(
以
凶

J

の
信
念
中
心
に
検
討
し
、

C1門

の
教
育
信
念
の
特
質
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
授
業
現
場

で
は
、
教
師
だ
け
で
な
く
、
学
習
者
も
共
存
し
て
い
る
。
教
師
の

信
念
は
教
師
の
教
授
行
動
の
み
な
ら
ず
、
学
習
者
の
学
習
意
欲
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
が
今
後
の

課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
日
本
へ
の
留
学
生
数
の
中

で
、
現
在
全
体
の
五
九
.
六
%
を
占
め
て
い
る
中
国
人
留
学
生
数

が
増
加
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
留
学
頭
初
は
高
い
モ

チ
ベ

i
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
人
留
学

生
の
学
習
意
欲
が
低
下
し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
中
国
人
留

学
生
の
学
習
意
欲
は
一
体
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
の
か
。

よ
う
な
変
化
を
引
き
起
こ
す
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

の
問
題
を
中
心
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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